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一 等 車の 一 隅に 腰かけて いた。 シャ ー ロック . ホ— ム 

ズは 耳垂れつ きの 旅行 用 ハンチング を 被った 顔 を 緊張 

させて、 パ ディン トンで 新ら たに 買った 新聞に 忙し そ 

うに 眼 を 通して いた。 そして リイ ディン グを ずっと 過 

ぎた 頃、 彼 は それ 等の 新聞 を まとめて 座席の 下へ 突 込 

み、 シガ— • ケ— スを取 出して 私に もす すめた。 

「至極 順調に 走って るよう だね」 

ホ— ムズは 窓の 外 を 眺めながら そういった。 そして 

時計 を 出して 見て、 

ま いる 

「今ち ようど 速力 は 一 時間 五十 三 哩 半 だ」 

「四 分の 一 哩標が 見えなかった よう だが」 



知らせて 来る かと、 それば かり 待ち 暮し たんだよ、 し 

かし、 また 一 日が 空しく すぎて、 今朝に なって みると、 

フ イツ ロイ . シン プ ソンと いう 青年が 捕まった きりで、 

事が 少しも 涉ら ないよう だから、 いよいよ 自分の 出場 

が 来たと 思つ たんだ。 とはいっても、 昨日 だって 決し 

て 空費した わけで はない がね」 

「じ や、 見込で もつ いたの かね？」 

r 少く とも 事件の 主要な 事実 だけ は摑ん だ。 それ を 君 

いきさ つ 

に 話して きかそう。 他人に 事件の 経緯 を 話して きかせ 

るく らい 自分の 考え を は つ きりさせ 得る こと はな い の 

だし、 それに 事件 をよ く 知って もらって、 どこから 手 



をつ けるべき か を 話して おかないと、 君に しても 助力 

のしよう が あるまい からね」 

うず 

私 は クッシ ョ ンに身 を 埋めて 葉巻 を 吹かしながら、 

ホ ー ムズが 身体 を 前へ 乗り出して、 要点) J とに 細長い 

人差指で 左の 掌 を 叩き、 事件の 大体 を 話す の をき くの 

であった。 

「白銀 号と いうの は アイ ソノミ 系の 馬 だが、 祖先の 名 

を 恥 かしめ ぬ 立派な 記録 を 持って いる。 今 は 五 歳で 競 

馬の あるた びに 賞品 を みんな 攫って 来 るんで、 持主の 

ロス 大佐 は 非常にう まくやつ てる わけ だ。 現に 今度の 

しょ う +S 、/ 

事件の 起る まで、 白銀 号と いえば ゥェ セクス 賞杯 争 



覇戦 第一 の 人気 馬で、 賭 も ほかの 馬に 対して 三 対 一 と 

いう 割合だった。 それほど 競馬 界 切っての 人気 を つづ 

けて 来ながら、 まだ 一 度 も その 貝顯 負に 失望 を 与えた こ 

とがない もの だから、 少々 ぐらい 賭 金 は 高くても、 依 

然として 白銀 号に は 莫大な 金が 賭けられる という わけ 

なんだ。 だから、 この 火曜日の 決戦に 白銀 号が 出られ 

なく するとい うこと は、 多くの 人々 に 非常な 利害関係 

を 持つ ことになる。 

この 事実 は、 むろん 大佐の 調馬場の ある キング ス - 

パイ ランドで はよ く 心得て いた、 調馬師の ジョン • ス 

トレ ー 力と いう 男 はもと 騎手で、 ロス 大佐の 騎手 を 



やって いたが、 体重が 重くな つたので 止めたん だ。 騎 

手と して 五 年、 調馬師と して 七 年 大佐に 仕えて いるが、 

その 間い つも 熱心で 正直な 男と してつと めて 来た、 規 

模の 小さな 調馬場で、 馬が 四 頭し かいなかった から、 

ス トレ ー 力の 下に 三人の 若い者が いる だけで、 そのう 

うまや 

ちの 一 人が 毎晚 廐舎に 寝ずの番 をし、 あとの 二人 は 廐 

舎の 二階に 寝る ことにな つていた。 三人と も 至極 性質 

のよ い 若者 だ。 ス トレ— 力に は 妻が あって、 厩舎から 

うち 

一 ー百^ -— ド ばかり はなれた ところに ある 小さな 家に 住 

ん でいた。 子供 はない が 女中 を 一 人お いて 気楽に 暮し 

ていた。 この 附近 は 極めて 淋しい ところで、 だ だ半哩 



ばかり 北の方に、 タヴィ ストック 巿の ある 請負師が、 

病人 や、 ダ— トム ァの 新鮮な 空気 を 楽しみた いという 

人達 を あてこんで 建てた 別荘 風の 家が 一 かたまり ある 

だけ だ。 タヴィ ストックへ は 西へ ニ哩 ばかり あり、 

荒 地 を 越して ニ哩 ばかり 行く と、 ケ ー プル トンに はか 

なり 大きな 調馬場が ある。 これ は バック ゥォ— タ 卿の 

所有で、 サイ ラス • ブラウン という 男が 管理して いる- 

そのほか どっち を 見ても、 荒 地 は 全く 人気と いう もの 

がな く、 ただわず かに 漂白の ジプシ ー が 二三い る くら 

いのもの だ。 これが 日曜の 晚に 事件が 起る までの 大体 

の 状況 だ。 



当夜 はいつ もの 通り 馬 を 運動 させて、 水 を やった 上 

九 時に 廐舎の 戸 を 閉めて 戸締り をした。 そして 三人の 

若い者の うち 二人 は 台所で 夕飯 を 食べに 調馬師の 家 ま 

で 歩いて 行く し、 あとの 一人 ネッド • ハン タ だけ は 廐 

舎に 残って 番をして いた、 すると、 女中の エディ ス- 

バクス タが九 時 ちょっと すぎに、 羊の カレ 料理の 夕飯 

を 運んで 来て くれたが、 それに は 飲み もの は 何も 添え 

てなかった。 仕事中 は 水 以外の 飲み もの は 飲んで なら 

ない ことにな つていた し、 水なら 廐舎に いくらでも 出 

る栓が あるから だ。 非常に 暗い 晩だった ので、 それに 

途中 は 淋しい 荒 地 だ つ た ので 女中 は 提灯 を 持 つていた。 



女中の エディ ス • バクス タは 廐舎から 三十^ -— ドば 

かりのと ころまで 来る と、 暗がりの 中から 不意に 声 を 

かけて 一 人の 男が 現われて 来た。 提灯の 投げる 丸い 光 

の 圏内まで 来たの を 見る と、 鼠色の スコッチの 服 を 着 

て 羅紗の ハンチング を 被った 紳士 風の 男で、 ゲ ー トル 

をつ けて、 握りの 玉に なって る 太い ステッキ を 持って 

いたと いう。 が、 エディ スが 特に 印象づけられ たの は、 

顔色が ひどく 蒼 ざめ て、 何ん となく 挙動の そわそわし 

てること だった。 年 は 三十 を ちょっと すぎた くらい 

だった という。 

「 一 体 ここ は どこなん です か？」 



に 声をかけ たが、 その 時に 手に 握って いた 小さな 紙 包 

の 端が チラ ッと 見えた と、 後で 女中 は 断言して いる。 

「何用で 来な すった のかね？」 ハン タは 反問した。 

「お前さんの 儲かる 耳より な 話なん だが ね。 ここに は 

ゥェ セクス 賞杯 戦に 出る 馬が 二 頭い る —— 白銀と 栗毛 

と —— お前さん 確実な 予想 を 教えて くれません かね、 

決して 悪い ように はしない が。 重量の 点で、 栗毛 は 八 

分の 五哩で 白銀に 百； ^ -— ドは 分が あると いうんで、 馬 

主筋 は みんな 栗毛に 賭けた というが 本当 かね？」 

「うむ、 さて は 手前 は 馬の 様子 を 探りに 来た スパイ だ 

な？ よし ッ！ キング ス. パイ ランドで は スパイ を 



どう 扱う か 見せて やろう」 と ハン タは 叫んで、 犬 を 放 

しに 走った。 女中 は そのまま 家の 方へ 龃け 戻った が、 

走りながら 振 返って みると、 その 男 は 窓から 中へ 半身 

を 乗り入れる ようにし ていたと いう。 けれども それ か 

ら 一分 間 後に、 ハン タが犬 を つれて 外へ 飛び出して 見 

た 時には、 もう その 男 はいなかった ので、 廐舎の まわ 

りを龃 けずり まわって 探して みたが、 どこに も 姿 は 見 

えなかった ご 〔# 「ヒ は 底本で は 欠落 U 

「ちょ つ と」 

私 はホ— ムズを 遮った。 

「ハン タは犬 を つれて 飛び出した 時、 廐舎の 戸締り を 



に 落ちて いるば かりで、 白銀の 廐舎 は 藻抜けの 殻で、 

ス トレ ー 力の 姿 も 見えなかった。 

馬具 部屋の 二階の 乾草の 中に 眠って いる 二人の 若い 

者 をす ぐに 呼び 起した が、 二人とも 寝 ぼす けな 性質な 

ので、 夜中に 何もき かなかった という。 ハン タは むろ 

ん 強い 薬品の ために 眠って いるのに 違いなかった。 ゆ 

リ 起して みたが、 全く 正体な く 眠って いるので、 それ 

は そのまま にして おいて、 二人の 若者と 二人の 女と で、 

ス トレ ー 力と 白銀と を 探しに 〔# 「に」 は 底本で は 「た 匕 

飛び出して 行った。 というの は、 ス トレ— 力が 何 かの 

理由で 朝早くから 白銀 を 運動 させに つれて 行った もの 



だろうと 思われた から。 だが、 廐舎の 傍の 低い 丘へ か 

あ.^ ち 

け 上って みると、 そこから は 八方の 荒 地が 見渡せる が、 

どっち を 見ても 名馬の 影 すら 見えない ばかり か、 何 か 

不吉な ことが 起つ たんだな という 予感 を 起させられた 

のだった。 

廐舎から 四 分の 一 哩 ばかりの ところの はリ えに しだ 

の 藪に ス トレ— 力の 外套が 引つ かかって いた。 そして 

くぼ 

すぐ その 先に 鉢 形の 凹みが あって、 その 底に 不幸な 調 

馬師の 死体が 発見され た。 何 か 重い 兇器で やられたら 

しく、 頭蓋骨 は 粉砕され、 腿に も 傷が あった。 腿の 傷 

は 極めて 鋭い 兇器で やられた らしく、 長く 鮮 かに 切ら 



れ ていた。 ス トレ— 力 自身 もよ ほど 烈しく 抵抗した も 

のと 見え、 右の 手に は 柄 元まで べっとり 血の ついた 小 

さな ナイフ をし つかりと 握り、 左の 手に は 赤と 黒との 

< 不ク タイ < ^-ク タイ 

絹の 襟 飾 を摑ん でいた。 この 襟 飾 は、 前夜 厩舎へ 来た 

見知らぬ 男の つけて いた ものに 間違いな いと 女中が 申 

し 立てた。 

、不 ク タイ 

昏睡から さめた ハン タも、 この 襟 飾の 持主に 関して 

は 同様の こと を 証言した。 そして 自分が こんなに 眠つ 

たの も、 あの 男が 窓の 外に 立って る 時、 羊の カレ— 料 

理 に 薬 を 混ぜ たのに 相違ない と 力んだ。 

失踪した 名馬に 関して は、 ス トレ— 力の 格闘 中 その 



辺に いた ものと 見え、 死の 凹みの 附近に 無数の 足跡が 

あつたが、 それ以来 全く 行方不明で、 莫大な 賞金 も か 

けられた こと だし、 ダ ー , ^ムァ の ジプシ ー どもが しき 

りに 目 を 配っても いるの だが、 全然 知れない、 最後に、 

ハン タの 食べ残した 夕食 を 分析して みると、 その 中に 

は 阿片 末が かなり 多量に 混入して いる ことが 分った。 

しかも、 同夜 同じ もの を 食べた 他の 人々 に は 少しも 別 

条 がなかった。 以上が すべての 臆説 を 排除し、 出来る 

だけ 粉飾 を 加えな いで 述べ た 事件の 骨子 だ。 今度 は警 

察が この 事件 を どう 取扱って るか、 その 要点 だけ を 

い つてみ よう。 



この 事件 を 担当 させられた グ レゴリ 警部 は、 極めて 

敏腕な 人物 だ。 もう 少し 想像力 さえ あったら、 この 方 

面で 非常に 出世し 得る 人 だと 思う。 警部 は 現場へ 出張 

すると、 すぐ 当然 嫌疑の かかって ある 男 を 発見して 引 

捕まえた。 その 男 は 附近で は 広く 知られて いたから、 

探し出す の は 何ん の 困難 もなかった。 フ イツ ロイ -シ 

ム ソンと いう 名前 だ。 立派な 生れで 立派な 教育の ある 

男なん だが、 競馬です つかり 失敗して、 今では ロンド 

ンの スポ— ト 倶楽部で、 内々 小さな 賭事の 胴元 を やつ 

て暮 してる という こと だ。 持って いた 賭 帳 を 調べて み 

ると、 白銀の 競走馬に 五 千 ポンド も 自分で 賭けて いた 



捕われた 時 彼 は、 実は キング ス. パイ ランドの 白銀 

と 栗毛 や、 ケ ー プル トンの 厩舎で サイ ラス • ブラウン 

が 管理して いる 第二の 人気者 デ スボ 口につ いて 何か予 

想 材料 を 得たい と 思 つ てわざ わざ ダ ー トム ァ まで 出か 

けて 来たんだ と、 自分から 進んで 述べた。 そして 前夜、 

前にい つたよう な 行動 をと つたこと も 否定 はしな か つ 

たが、 それに ついては 他意あった わけで はなく、 ただ 

確実な 材料 を摑 みたかった からそう したまで だとい い 

ネクタイ 

切った。 そこで ス トレ— 力の 摑ん でいた 襟 飾 を 見せる 

と、 さっと 顔色 を 変えた が、 なぜ それが 被害者の 手に 



付いた 点 をい つ て もらえれば 大変 有難い の だが I」 

ホ— ムズが 独特の 明快 さで 語る 一 語 一 語 を、 私は異 

常な 熱心 さで 傾聴した。 その 事実の 大部分 は 既に 私の 

承知して いる ことで あつたが、 どれが 重大で あるの か、 

また どれが どこへ 関係 を 持つ のかよ く は 分らなかった。 

「ス トレ— 力の 傷 は、 頭 を やられて 痙攣 的に 藻搔 いて 

うち 

いる 中に、 自分の ナイフで やつたん じゃないだろう 

か？」 

私 は 一 説 をい つてみ た。 

「有り得ない ことで はない ね。 あるいは そんな ことか 

もしれ ぬ。 そうだと すれば、 シム ソンに 有利な 材料が 



一 つ だけなくなる わけ だ」 

「それにしても、 警察で は どんな 見込 を 立てて いるか 

今から だけれ ど どうも 分り かねる ね」 

おお、, 

「警察の 見込なん かどうせ 我々 の 考える ことと は 大 

に 違う にき ま つ てるんだ よ。 それ はお そらく こうだと 

思う。 フ イツ ロイ • シム ソン は 廐番を 薬で 眠らせ、 ど 

うかして 合鍵 を 手に入れて、 誘拐し 去る 目的で 馬 をつ 

れ 出した。 手綱の 見え なくなって いるの は、 シム ソン 

が 使った からだ。 廐舎の 戸 を 開け放し にした まま シム 

あれち 

ソン は 荒 地の 方へ 馬 を つれ 出して いったが、 その 途中 

で 調馬師に 出会った か、 または 追いつかれた。 そこで 



よう もない」 

まち 

タヴィ ストックの 小さな 巿へ 着いた の はもう 夕方で 

あった。 タヴィ ストック はまる で楣の 中央の 突起の よ 

うに、 ダ ー トム ァの 荒漠 たる 土地の 中央に ぼつん と存 

まち 

在す る 小さな 巿 である。 着いて みると、 二人の 紳士が 

停車場まで 迎えに 来て いた。 一人 は 背の 高い 色の 白い 

人で、 獅子の ような 頭髪と 顎髭と を 持ち、 明るい 青色 

の 眼に は 妙に 射る ような 光が あった。 もう 一人 は 小柄 

できび きびした 人で、 フロックに ゲ —„ r ルど いうき ち 

ん とした 身 装で、 短く 刈 込んだ 頰髯を 持ち 眼鏡 を かけ 

ていた。 前者 は、 近頃 英国 探偵 界にメ キメキ 男 を あげ 



ホ ー ムズは 急に 聞 耳 を 立てた。 「〔# 「「」 は 底本で は 

一文 後に ある〕 兇行の あった 月曜の 夜。 兇行の 演じら 

れた 場所から 一 哩と 離れない ところで ジプシ ー の 一 群 

が キャンプした 跡 を 発見し ました。 月曜日に 彼等 は 天 

幕 を 張って、 火曜日に 出発して しまった のです。 そこ 

で、 ジプシ —と シム ソンとの 間にある 了解が あった も 

のとす ると、 シム ソン は ジプシ —のい ると ころまで 馬 

を つれて 行く 途中 をス トレ— 力に 追いつかれた、 で、 

馬 はい ま ジプシ —達の 手に あるの だと 考えられな くも 

ありますまい？」 

「たしかに 有り得ない ことではありません ね」 



「御免下さい」 

と、 呆気に とられて 顔 を 見つめて いた ロス 大佐に 

向って、 

「白昼 夢を見て いた もんです から つ い」 

と 弁解した が、 その 眼に は 一種の 輝き を 帯び、 その 

態度に は 昂奮が 見えた。 彼の 性癖 をよ く 知っている 私 

に は、 それ を 見て、 たしかに ある 手 懸りを 得た の だと 

いう ことが 分った。 ただし、 その 手懸 りが 果して 何ん 

であるか はさつ ぱリ 見当 はっかな か つ たけれ ど。 

「ホ —，. ^、ス さん、 すぐに 兇行の 現場へ いらっしゃ るん 

でしよう ね？」 



「ごらんに なるなら 居間の 方に 全部 まとめて あります 

から」 

「ぜひ 見せて いただきたい ものです」 

〔# 空白 は 底本で は 「「匕 私達 一同 は 表の 間へ 通って、 

中央の テ— ブル を 囲んで それぞれ 席に ついた。 すると、 

グ レゴ リ 警部 は 四角 い 小さな ブリキの 函を取 出し、 鍵 

で 蓋 をと つて いろいろな 品物 を 私達の 前へ 並べて みせ 

インチ 

た。 蠟 マッチが 一 箱、 二 吋 ほどの 獣脂 蠟燭が 一 つ、 

A • D • 印の ブ ライヤの パ イブに 長 刻みの カヴ ェ ンデ ッ 

シュ 煙草 を 半 オンスば かりつ めた 海豹 皮の 煙草入れ、 

金鎖の ついた 銀時計、 金貨で 五ソヴ リン、 アルミ ニュ 



ゥムの 鉛筆 さし、 書附 二三 通、 『ロンドン、 ワイス 会社 

製』 と 刻印され た 非常に 細く 鋭い、 それでいて 曲リに 

くい 匁 を 持った 象牙 柄の ナイフが 一 つ。 〔#「。」 は 底本 

では ■ 

「これ は 非常に 変った ナイフ だ」 

ホ— ムズは ナイフ をと リ 上げて、 うら 返して じっと 

見ながら いった。 

「血が ついている ようです が、 ス トレ— 力が 握って い 

たという の はこれ なんです か？ ワトソン 君、 この ナ 

ィフ はむしろ 君の 領分ら しいね」 

「これ は 医者の 方で 白内障 メスと いう 奴 だ」 



「この 飽の 中に ス トレ— 力の 穿いて いた 靴 を片っ 方と、 

フ イツ ロイ. シム ソンの を 一 つと、 それから 白銀の 蹄 

鉄の 型 を 一 つ 持って来ました」 

「ほう！ それ あ 大出来で したな、 グ レゴリ さん！」 

ホ— ムズ は鞫を 受取って 凹みの 底へ 降りて 行き、 筵 

を 真中の 方へ やって その上に 腹這いに なり、 両手に 顎 

をのせ て 眼の 前の 踏みに じられ た 泥 を 注意 深く 研究し 

ていたが、 突然、 

「や、 や、 これ は 何んだ？」 

と 叫んだ。 

ホ— ムズの 発見した もの は 泥が ついて、 ちょっと 見 



羊歯 や 灌木 の 間 を うろうろと 這い 廻った。 

「もう 何ん にも ぁリ やします まいよ」 

警部 は その後 姿 を 眼で 追いながら いった。 

「百^ -— ド 四方 は 私が 念入りに 調べて みたんで すから 

な」 

「です がね」 

ホ— ムズは 起き 上 つ て、 

「あなたが そうまで 仰し やる の を 探し 廻る の は 失礼で 

すから 止めましょう。 その代り 日が 暮れる まで この 

あれち 

荒 地 を 少し 散歩して みたい と 思います。 そうすれば 明 

日の 調べに は 地理が 分って 好都合で すから。 それから 



ホ —，. ^スが 傍から はっきりと いい 切った。 

「名前 を そのまま にしておく だけの こと は 必ず 私が し 

て 上げます」 

大佐 は 一 礼して、 

「そのお 言葉 を 承 わるの は 非常に 欣快です。 私達 はス 

トレ— 力の 家で お待ちし ますから、 散歩が おすみで し 

たらお 帰り 下さい。 御 一緒に タヴィ ストックへ 馬車で 

帰りましょう」 

大佐 は グレゴ リ 警部 と共に 去り、 ホ— ムズと 私と は 

あれち 

荒 地の 中 を 静かに 歩いて いた。 太陽 はケ— プル トン 調 

馬場の 彼方に 沈み かけて、 眼前の ゆるやかな 傾斜 を 持 



きんしょく 

つ 平原 は 金色に 染まり、 枯れ 羊歯 や 茨の ある 部分 は 

濃い ばら 色が かった 褐色に 燃えた。 が、 深い 思索に 

耽って いる ホ ー ムズ にと つて は、 それ 等の 光景 は 何ん 

でもなかった。 

「我々 のとるべき 道 はだね、 ワトソン 君」 

しばらくして 彼 はいい 出した。 

「ジョン . ス トレ— 力 は 誰が 殺した かの 問題 はし ばら 

く 措いて、 馬 はどうな つ たかを 専ら 考えて みょう。 い 

ま、 馬 は、 ス トレ ー 力が 殺されて いるう ちまた は 殺さ 

れた 後で 逸走した ものと すると、 一 体 どこに 逃げる だ 

ろう？ 馬と いう もの は 非常に 群集 性の 強い 動物 だ、 



だから、 もし 自由に 放り出して おいたら 本能 的に キン 

グス. パイ ランドへ 帰る か、 ケ ー プル トンへ 行く かす 

あれち 

るに 違いない。 どうして この 荒 地 を うろつい ている も 

のか！ それ だったら 今までに ちゃんと 発見され てい 

るに 決まって いる。 また、 ジプシ —がどうして 馬 を 誘 

拐す る もの か、 〔# 「」 は 底本で は 欠落 づ ソプシ —という 

もの は 警察に いじめられ るの を 厭う から、 何 か 事が 

起った ときけば すぐに その 場所 を 引き払う もの だ。 あ 

んな 名馬 は 売ろう たって 売れ もしない。 だから 馬 をつ 

れて 逃げる なんて こと は、 非常な 危険が あるば かりで、 

何等 利益がない。 これ は 間違いの ない ところ だ」 



して 当てが つてみ ると、 それが ぴったり 符合した。 

「想像力の 有難 味が 分る だろう？ グレ ゴリに はこの 

素質 だけが 欠けて いるんだ。 我々 が 想像力 を 働かして 

事件 を 仮定し、 その 仮定に 従って 取調べの 歩 を 進めた 

結果、 その 仮定の 正しかった こと を 確め たんだ。 さ、 

行って みょう」 

私達 はじめ じめ した 凹地 を 越えて、 乾いて 固い 草 土 

を 四 分の ー哩 ばかり 歩いて 行った。 と、 再び 土地の 傾 

斜 している ところが あり、 そこに も 馬蹄の 跡が あつた- 

また 半哩 ばかり 何ん にもなくて、 ケ ー プル トンに かな 

り 近くな つてから またまた 発見され た。 それ を 最初に 



ころ じ やねえ。 さっさと 帰った 帰った。 帰らね えと 犬 

ナ 

を嗾 しかける ぞ」 

ホ— ムズは 上半身 を 前へ 曲げる ようにして、 調馬師 

の 耳へ 何 か 囁いた。 と、 ブラウン はぎ くりとして、 

はえぎわ 

生 際まで 真 赤に なった。 

「噓 だッ！ それ あとんでも ねえ 大ぅ そだ ッ！」 

「よろしい！ それじゃ ここで 大きな 声で それ を 証拠 

立てて みょう か？ それとも 中へ 入って 客間で 静かに 

話し合います か？」 

「いや、 それじゃ 中へ 入っても らいましょう か」 

ホ —，. ^スは ニヤ リ として、 



たの を 構わずに、 くるりと 向き を 代えて そのまま 私と 

一 緒に キング ス • パイ ランドの 方へ 帰って 行った。 

「サイ ラス . ブラウンの ような あんな 傲慢で 臆病で 狡 

猾な 三拍子 そろった 奴 を 見た ことがない」 

ホ— ムズは 歩きながら いった。 

「じ や、 あの 馬 を 持って いたんだ ね？」 

「初めは つべこべと 誤魔化そうと したから、 あの 晚、 

いや 朝の あいつの 行動 を 正確に 話して やったら、 図星 

を 指された と 見えて、 とうとう 兜 を 脱いだ よ。 僕が 見 

ていたと でも 思い込んだ らしく。 君 は あの 足跡が 妙に 

爪先が 角ば つていた の も、 ブラウンの 穿いて いた 靴が 



ちょうど それに 適合す る 形 だ つたの も、 無論 気が つ い 

たろう。 そして 部下の 使用人に はこん な ことが 出来る 

もの じ やない こと も —— だから、 僕 は 毎朝 あいつが 一 

番に 起きる 習慣で ある こと、 あの 朝 も 早く 起きて みる 

と、 荒 地に よその 馬が うろうろして いるので、 出て 行つ 

て みたところ 驚いた ことに は、 それが 白銀 号だった I 

I 白銀と いうの は 額が 真白な ところから 出た 名なん だ 

が、 自分が 大金 を 賭けて る 馬の 唯一 の 強敵が 手に入つ 

たんで びっくりした だろうと、 そのこと について 委し 

く 話して やった。 最初 は、 キング ス. パイ ランドへ つ 

れて 行こうと したが、 急に 魔が さして、 競馬の すむ ま 



でかく してお いたらと いう 考え を 起し、 そっと ケ ー プ 

ル トンへ つれ 戻って かくして おいた だろうと いって 

やった もんだ から、 あいつ もとうと う 降参して、 どう 

かして 自分が 罰せられな いです む 方法 はな いかと 考え 

るまでに なつたん だ」 

「だつ て、 あの 廐舎 はグ レゴリ 警部が 調べたん だろ 

う？」 

「馬の 扱い も あいつぐ らいに なると、 どうに でもべ て 

んの 利く もんだ よ」 

「だって 君 は、 ブラウンに 馬 を 預けて おいて 心配 はな 

いの かい？ あの 馬に si をつ ければ、 どの 点から 見て 



も ブラウンの 利益に な るんだ のに」 

「安心した まえ。 ブラウン は 掌中の玉 のように 馬を大 

切に する から。 少しで も 罪 を 軽く しても らうに は 馬 を 

安全に して おくのが、 唯一 の 方法 だと、 ちゃんと 心得 

てい るんだ」 

「だが、 ロス 大佐の あの 様子 じ やどん な こと をした つ 

て、 寛大な 処置 をと りそう もない ね」 

「この 事件 は 大佐の 一 存じ やき まらな いんだ。 僕は自 

分の 思う 通りに 歩 を 進めて いいように 話して おく。 そ 

, J は 警察 の 役人 でない 有難 さ。 君 はどう 思 つた か 知ら 

そつけ 

ない が、 大佐の 態度 は 僕に は少々 素気な さすぎ た。 だ 



「何 か 知った 奴が あるんだ な、 たしかに そうです」 

馬車が 大 スタンド 近くの 入口から 入る 時、 競争 加入 

者 表 を 見 あげる と、 次のように 書き出され てあつた。 

ゥェ セクス 賞杯 競馬 

各 出場 馬 金 五 〇 ソヴ リン。 同 五 歳 馬に て 一 着に は 

金 一 〇 〇 〇 ソヴ リン を 副賞す。 二着 二 〇〇 ポンド。 

新 コー ス ( 一 哩八 分の 五) 

せきしょく にくけ いしょく 

一、 ヒ— ス- ニゥ トン 氏 黒人 (赤色 帽、 肉桂 色 

短 衣) 

たんこうしょく および 

一一、 ヮ ー ドロ 大佐 拳闘 家 (淡紅色 帽、 青 及 黒 

ジ ャケッ 

短 衣) 



こうしょく 

三、 バック ゥォ ー タ卿 デス ボロ (黄色 帽、 袖 同 

色) 

こくしょく ジ ャケッ 

四、 ロス 大佐 白銀 (黒色 帽、 赤色 短 衣) 

五、 バル モ— ラル 公爵 アイリス (黄 及 黒の 縞) 

六、 シングル フォド 卿 ラス パ (紫色 帽、 袖 黒) 

「私の方ではもう 一頭の 方 を 見合せ て、 すべての 希望 

を あなたの 言葉に つないで いるんで す」 

大佐 はいった、 

「おや、 これ はどう だ！ 白銀 はちゃん と 出て いる 

な！」 

「白銀 は 五 対 四！」 



いありません」 

私が こういった 時、 逞 ましい 栗毛の 逸物が 重量 検査 

所から 出て 来て、 ゆるやかな 龃 足で 私達の 前 を 通った。 

くらう え しきべ つ 

鞍 上に は ロス 大佐の 色 別と して 有名な 黒と 赤との 騎手 

が 乗って いた。 

「あれ は 私の 馬 じ やない！」 

持主の 大佐 は 叫んだ。 

「あいつに は 額に 白い 毛がない！ ホ— ムズ さん、 あ 

ん たは 一 体 何 を やつたん です ッ？， - 

「まあ、 まあ、 あの 馬が どんな ことにな るか 見て いま 

しょう」 



ホ— ムズは 騒がずに い つ て 私の 双眼鏡 をと つてし ば 

らく 一 心に 眺めて いたが、 

「見事 だ！ 素晴らしい スタ— トだ！ や、 や、 来た 

ぞ！ コ— ナを 廻って 来た ぞ！」 

馬車の 上から 見て いると、 やがて 直線 部に 来た 時の 

彼等 は 壮大であった。 六 頭の 馬 は 一枚の 敷物で かくせ 

るく らい 接近して 馳 つていた。 が、 半ば 頃まで はケ— 

プ 〔# 「プ」 は 底本で は 「ブ匕 ル トンの 黄色が その 中の 

先頭 を 切って いたが、 私達の 前まで 来た 時 は デス ポロ 

は 力つ きて 出足 鈍り、 大佐の 馬 は 突進して それ を 抜き、 

決勝点に 入った 時 は、 優に 六 馬身の 差が あった。 バル 



下す つたので すから、 この 上 は ジョン. ス トレ ー 力 殺 

しの 犯人 を 見つけて 下されば、 これに 越す 幸い はあり 

ません」 

「加害者 も 捕えて おきました」 

ホ— ムズ はす ましてい つた。 

大佐 は 無論、 私まで も 驚いて 彼の 顔 を 眺め やった。 

「え ッ！ 捕まった つて？ どこに います？ それで 

は？」 

「ここにい ます」 

「ここに？ どこです？」 

「今 現に 我々 と 一 緒に います」 



と 叫んだ。 私 も 同時に 叫んだ。 

「そうです、 馬が です。 ジョン • ス トレ— 力 は 全然 あ 

なた の 信頼す るに 足りない 男であります、 馬 は 正当 防 

禦 のために 殺した に すぎな い ， J と を 申し上げれば 、 ザ J 

の 馬の 罪 もい く 分 軽くなる わけでしょう。 ところでべ 

ルが 鳴り 出しました。 今度の 競馬で 私 は 少し 勝ちたい 

と 思います から、 その 説明 はいずれ 後で ゆっくりと 委 

しく 申し上げる ことにしましょう」 

その 晚、 ロンドンへの 帰り を、 私達 は 寝台車の 一隅 

に 席 を 占めたが、 前週の 月曜日に ダ ー トム ァの 競馬場 



で 起った 出来事 を、 順序 を 追って ホ— ムズは 話し、 そ 

してい かにして それ を 解決す るに 至つ たかを 語り 聞か 

せて くれたから、 汽車の 無聊 を 感じる どころ か、 ロス 

大佐に しても 私に しても 時間の たつの を 知らなかった 

くらいで ある。 

「実のところ、 新聞の 報道 を 根拠に 組立て た 私の 意見 

は 全然 誤ってい ました。 しかも、 新聞の 記事に も 正し 

い 暗示の 出て いた こと は 出て いたので すが、 いろんな 

他の 事項の ために それが かくされて いたのです。 デ 

ヴ オン シャへ 行く まで は、 フ イツ ロイ. シムソ ンが真 

犯人 だと 私 は 信じて いました。 もっとも 彼に 対する 証 



大佐 はいった。 

「あれが 私の 推理の 第一 階梯と なった のです。 阿片 末 

は 無味な ものではありません。 匂い は 不快で はあり ま 

せんが、 すぐに 知れる ものです。 だから 普通の 料理に 

これ を 混ぜれば 一 口で それと 気がついて 食べる の を 止 

めて しまいます。 そこで カレ ー を 使えば この 味 を 消し 

てし まいます。 全くの 他人で ある フ イツ ロイ. シムソ 

ンが、 この 夜 あの 一家に、 カレ— 料理 を 食べさせ るよ 

うに 仕込んだ ろうなん てこと は、 全然 想像 も 許されな 

いこと です。 それ かとい つて、 阿片の 味 を 消す 料理の 

出た 晚に、 折よ くシム ソンが 阿片 を 使う つもりで 来た 



人の 保護 を 受けて いたのです。 その 辺の こと は 大目に 

見て おかなければ なりますまい。 ああ、 ここ はどう や 

ら クラパムの 乗換駅で すね？ ヴィク ト リア. ステ ー 

シ ヨンまで はもう 十分と かかりません。 大佐、 私のと 

ころへ お寄り 下す つて、 葉巻で もお やりに なりません 

か？ この 他に 何 かお 訊ねに なりたい ことで も ありま 

したら、 问ん なりと 喜んでお 答えいた します」 



底本： 「世界 探偵小説 全集 第三 卷 シャ— ロック- 

ホ— ムズの 記憶」 平凡 社 

1930 年 (昭和 5) 年 2 月 5 日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 書き換え をお こない ました。 

「彼奴 丄 あいつ 飽くまで も丄 あくまでも 彼方 丄 

あっち 或は ふ あるいは 如何 ふい か 何時 ふいつ 

一旦 ふいつたん 恐らく ふお そらく 彼 ふか 且つ 丄 

かつ 可成り— かなり かも 知れ— かもしれ 位— く 



らい. ぐらい 毎 ふごと 悉く ふこと ごとく 而. 然 

ふし か 暫く ふしば らく 即ち ふすな わち 是非 丄ぜ 

ひ 只丄 ただ 但し ふた だし 忽ち ふたち まち 度丄 

たび 丁度 ふちょう ど 一寸 ふちよ つと て 頂. 戴 ふ 

ていた だ て 居 ふて お て 見 ふて み て 貰 ふて もら 

何— ど 何処— どこ 何方 丄 どっち 鬼に 角 ふとに か 

く 止 度な く ふとめ どなく 飛んでも ねえ ふとんでも 

ねえ 尚お ふなお 何故 丄 なぜ 害丄 はず 殆 んど丄 

ほとんど 正しく ふま さしく 又 ふまた 間もなく 丄 

まもなく 満更 ふまん ざら 尤も 丄 もっとも 僅か 丄 

わずか」 



※底本 中、 混在して いる 「フ イツ ロイ」 r フ イツ ロイ」、 

「シン プ ソン」 r シム ソン」、 r ゥ エセックス」 r ゥ ェセク 

ス」、 「灯」 「燈」 は そのままに しました。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 

入力" 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (天 野まい) 

校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 

2 00 4年6月ー日作成 

2 oo 5 年！：：： 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



